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日経平均の日足チャート

 

ＡＩからの攻撃に備える

サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
緊
急
対
応
を
警
告

日
立
や
ト
レ
ン
ド
に
注
目

Ａ
Ｉ
か
ら
攻
撃
に
備
え
る

　

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
劇
的
な
進
化
に
よ
っ
て
人
々
の
生
活
が
よ
り

便
利
に
な
る
一
方
、
Ａ
Ｉ
を
悪
用
し
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
驚
異
が
高

ま
っ
て
い
る
。
６
月
２
２
日
に
英
国
、
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
機
密
情
報
共
有
の
枠
組
み
「
フ
ァ

イ
ブ
・
ア
イ
ズ
」
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
関
ト
ッ
プ
が
Ａ
Ｉ

に
よ
る
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
へ
の
即
時
対
応
を
求
め
る
共
同
声
明
を
発

表
。
国
内
も
政
府
が
Ａ
Ｉ
を
悪
用
し
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
策
を

自
治
体
に
求
め
る
と
伝
わ
っ
て
お
り
、
対
応
は
待
っ
た
無
し
だ
。

  

フ
ァ
イ
ブ
・
ア
イ
ズ

が
最
も
恐
れ
て
い
る
の

が
「
変
化
の
速
度
」
だ
。

Ａ
Ｉ
が
攻
撃
・
防
御
の

両
面
で
サ
イ
バ

ー
能
力
を
根
本

か
ら
変
え
る
と

し
、
そ
の
速
度

は
「
数
年
で
は

な
く
数
カ
月
」

だ
と
警
告
し
、

極
め
て
緊
急
の

対
応
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
警

告
し
て
い
る
。

一
方
、
国
内
で

も
個
人
情
報
な

ど
重
要
な
情
報

が
国
や
自

治
体
の
シ

ス
テ
ム
か

ら
漏
れ
る
の
を
防
ぐ
た

め
総
務
省
が
自
治
体
に

対
し
て
シ
ス
テ
ム
の
脆

弱
性
を
総
点
検
し
、
見

つ
か
っ
た
場
合
は
修
復

す
る
よ
う
に
通
知
を
促

す
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

国
家
、
地
方
自
治
体
、

企
業
を
問
わ
ず
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

が
緊
急
の
課
題
と
な
っ

て
き
た
。

　

そ
の
様
な
な
か
で
日

立
製
作
所
（
６
５
０
１
）

は
ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
と
の

連
携
を
本
格
化
し
、
モ

ダ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

加
速
と
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
強
化
を
推
進

す
る
こ
と
を
発
表
し
て

い
る
。
日
立
は
Ｏ
ｐ
ｅ

ｎ
Ａ
Ｉ
の
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
向
け
Ａ
Ｉ

モ
デ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
取
得
し
、
高
度
な
Ａ

Ｉ
能
力
を
防
御
に
活
用

す
る
と
い
う
。

　

ト
レ
ン
ド
マ
イ
ク
ロ

（
４
７
０
４
）
の
Ａ
Ｉ

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ツ
ー
ル
は
、
攻
撃
が

発
生
す
る
ま
で
待
つ
の

で
は
な
く
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
が
発
生
す
る
前
に

そ
れ
を
発
見
、
予
測
、

防
止
で
き
る
も
の
で
、

法
人
向
け
の
「
Ｔ
ｒ
ｅ

ｎ
ｄ
Ａ
Ｉ
」
を
活
用
し

た
提
案
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
他
で
は
Ａ
Ｉ
コ

ン
サ
ル
の
Ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ

ー
ｉ
（
５
５
７
２
）
な

ど
に
も
注
目
し
た
い
。
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６
月
第
４
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

ＡＩ周辺にチャンスを探る

　

前
週
の
東
京
市
場
は
反
落
。
日
経
平
均
は
前

の
週
か
ら
１
１
８
６
円
下
落
し
て
い
ま
す
。
好

決
算
を
発
表
し
た
サ
ム
ス
ン
電
子
株
が
急
落

し
た
こ
と
か
ら
韓
国
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
指
数
が
不

安
定
で
、
Ａ
Ｉ
関
連
へ
の
利
益
確
定
の
流
れ
が

続
き
、
中
盤

ま
で
は
下
値
を
探
り
ま
し

た
。
後
半
は

米
ハ
イ
テ
ク
株
の
持
ち
直

し
を
受
け
て

出
直
り
ま
し
た
が
、
前
半

の
下
げ
が
大

き
く
週
足
は
陰
線
を
形
成

し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
も
反
落
な
が

ら
景
気
敏
感

株
に
買
い
が
向
か
っ
た
こ

と
で
週
初
に

最
高
値
を
更
新
し
て
お
り
、

小
幅
な
下
げ

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｔ
Ｆ
分
配
金

捻
出
売
り
の
需
給
イ
ベ
ン

ト
を
通
過
し
た
こ

と
で
、
週
明
け
は
堅
調
な

展
開
に
な
り
そ
う

で
す
。
出
遅
れ
バ
リ
ュ
ー

株
へ
の
買
い
が
下

値
を
支
え
る
一
方
、
ま
だ

買
い
戻
し
の
域
を

出
て
い
ま
せ
ん
が
、
Ａ
Ｉ

関
連
が
出
直
り
の
兆
し
を
見
せ

て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
Ａ
Ｉ
関

連
の
主
力
株
の
動
き
を
確
認
し

な
が
ら
、
周
辺
の
強
い
銘
柄

に
チ
ャ
ン
ス
を
探
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 　

花
咲 

翁

フィジカルＡＩ買い気
政府成長戦略で10.5兆円投資

ファナックの
　　日足チャート

　

週
明
け

２
２
日
、

フ
ァ
ナ
ッ

ク
（
６
９

５
４
）
、

安
川
電
機

（
６
５
０

６
）
が
急

反
発
に
転

じ
た
ほ
か
、

ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
・
ド

ラ
イ
ブ
・

シ
ス
テ
ム

ズ
（
６
３

２
４
）
も
大
幅
高
、
菊

池
製
作
所
（
６
３
２
４
）

や
津
田
駒
（
６
３
２
４
）
、

ヒ
ー
ハ
イ
ス
ト
（
６
４

３
３
）
は
ス
ト
ッ
プ
高

ま
で
買
わ
れ
る
な
ど
フ

ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
関
連
が

軒
並
み
高
。
政
府
が
成

長
戦
略
１
７
分
野
の
中

核
を
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ

事
業
と
し
て
、
官
民
で

２
０
４
０
年
度
ま
で
に

１
０
・
５
兆
円
を
投
資

す
る
と
伝
わ
っ
た
こ
と

で
、
関
連
銘
柄
に
買
い

気
が
再
燃
し
た
。

 

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
が
最
高
値

　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
５
３
３

２
）
が
続
伸
し
最
高
値

を
更
新
。
日
本
経
済
新

聞
電
が
「
半
導
体
製
造

装
置
向
け
部
材
事
業
に

今
後
５
年
で
８
０
０
億

円
規
模
を
投
資
す
る
」

と
報
じ
た
こ
と
が
材
料

視
さ
れ
た
。
神
奈
川
県

の
拠
点
で
現
在
よ
り
数

世
代
先
と
さ
れ
る
回
路

線
幅
１
ナ
ノ
（
ナ
ノ
は

１
０
億
分
の
１
）
メ
ー

ト
ル
台
の
演
算
用
ロ
ジ

ッ
ク
半
導
体
製
造
に
焦

点
を
当
て
た
研
究
開
発

を
進
め
る
と
い
う
。

ＧＭＯ16％自社株買い

 

 

　

Ｇ
Ｍ
Ｏ
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
（
９
４

４
９
）
が
大
幅
高
。

上
限
１
６
０
０
万

株
（
発
行
済
株
式

総
数
に
占
め
る
割

合
１
６
・
３
２
％
）

ま
た
は
３
０
０
億
円
の

自
己
株
式
取
得
枠
の
設

定
を
発
表
し
た
、
取
得

期
間
は
６
月
２
２
日
～

２
７
年
６
月
２
１
日
。

資
本
効
率
の
向
上
、
企

業
価
値
拡
大
な
ど
目
標

早
期
実
行
を
図
る
た
め
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
６
連
騰

26
年
12
月
期
大
幅
増
配
を
好
感

　

２
３
日
、
Ｏ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ

ｓ
ｔ
ｒ
ａ 

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ

ｎ
ｇ
ｓ
（
６
５
３
３
）が

大
幅
に
６
日
続
伸
。
２
２

日
の
取
引
終
了
後
、
２
６

年
１
２
月
期
の
期
末
一

括
配
当
を
１
３
円
か
ら

普
通
配
当
２
５
円
と
記

念
配
当
５
円
を
合
わ
せ

た
３
０
円
（
前
期
１
２

円
）
へ
大
幅
に
引
き
上
げ

る
と
発
表
し
た
こ
と
が

好
感
さ
れ
た
。

ト
ラ
イ
ア
イ
ズ
業
務
提
携

　

ト
ラ
イ
ア
イ
ズ
（
４
８

４
０
）が
ス
ト
ッ
プ
高
。

製
造
業
を
中
心
に
Ａ
Ｉ

開
発
・
運
用
に
強
み
を

持
つ
コ
ー
ピ
ー
と
Ｍ
＆

Ａ
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ

活
用
・
開
発
で
協
業
す

る
業
務
提
携
を
開
始
す

る
と
発
表
し
た
が
買
い

手
掛
か
り
に
な
っ
た
。コ

ー
ピ
ー
は
ト
ヨ
タ
な
ど

豊
富
な
顧
客
基
盤
を
持

ち
、
将
来
的
な
資
本
提
携

の
可
能
性
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
。

公
開
価
格
36
％
上
回
る

Ｌ
ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｘ
の
初
値

　

Ｌ
ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｘ
（
５
８
４

Ａ
）が
東
証
グ
ロ
ー
ス
市

場
に
新
規
上
場
、
公
開
価

格
７
９
０
円
を
３
６
・

０
８
％
上
回
る
１
０
７

５
円
で
初
値
が
生
ま
れ

た
。
金
融
分
野
を
中
心
と

し
た
基
幹
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
モ
ダ
ナ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
事
業
を
行
う
。

ツ
イ
ン
バ
ー
ド
Ｔ
Ｏ
Ｂ

 
 

　

２
４
日
、
ツ
イ
ン
バ

ー
ド
（
６
８
９
７
）
が

３
連
騰
。
ジ
ャ
パ
ネ
ッ

ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
長
崎
県
佐
世
保
市
）

が
一
株
８
０
０
円
で
公

開
買
付
を
実
施
す
る
と

発
表
、
こ
れ
に
サ
ヤ
寄

せ
す
る
動
き
が
続
い
た
。

ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
の
公
表

文
の
内
容
や
関
連
情
報

を
精
査
し
た
上
で
、
公

開
買
付
け
を
含
む
一
連

の
取
引
が
企
業
価
値
、

株
主
の
利
益
を
確
保
し
、

向
上
さ
せ
る
か
慎
重
な

検
討
を
行
い
、
見
解
を

公
表
す
る
予
定
。
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パ
ナ
Ｈ
Ｄ
上
場
来
高
値

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｃ
向
け
蓄
電
装
置
開
発

パナソニックＨＤ
　　の日足チャート

 
 

 

　

２
４
日
、
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
６
７
５
２
）
が
上

場
来
高
値
を
更
新
し
た
。

日
本
経
済
新
聞
電
子
版

で
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
は
Ａ
Ｉ

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
向
け

の
蓄
電
装
置
を
開
発
し

た
」
と
報
じ
た
。
大
き

な
電
力
を
瞬
時
に
出
し

入
れ
で
き
る
「
ス
ー
パ

ー
キ
ャ
パ
シ
タ
」
と
呼

ば
れ
る
部
品
と
し
、「
２

７
年
２
～
３
月
を
め
ど

に
北
海
道
千
歳
市
の
工

場
に
ラ
イ
ン
を
増
設
し

て
量
産
す
る
」
と
し
て

い
る
。

ブ
ル
ミ
ム
提
出
延
期
検
討

　

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
Ｍ
ｅ
ｍ
ｅ

（
４
０
６
９
）
が
大
幅

に
３
日
続
落
。
６
月
３

０
日
が
法
定
提
出
期
限

で
あ
る
２
６
年
３
月
期

有
価
証
券
報
告
書
の
提

出
期
限
の
延
長
申
請
を

検
討
し
て
い
る
と
発
表

し
た
こ
と
が
引
き
続
き

嫌
気
さ
れ
た
。

Ｊ
フ
ロ
ン
ト
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
保
有

　

Ｊ
．
フ
ロ
ン
ト 

リ
テ

イ
リ
ン
グ
（
３
０
８
６
）

が
反
発
。
ア
ク
テ
ィ
ビ

ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
投
資

フ
ァ
ン
ド
、
３
Ｄ
イ
ン

ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
が
５
・
１
保

有
し
て
い
る
こ
と
が
再

度
思
惑
買
い
を
誘
っ
た
。

牧野フ買収価格引上げ
　

２
５
日
、
牧

野
フ
ラ
イ
ス
（
６

１
３
５
）
が
大

幅
続
伸
。
日
系

投
資
フ
ァ
ン
ド

の
日
本
産
業
推

進
機
構
（
Ｎ
Ｓ

Ｓ
Ｋ
）
が
１
万

６
０
０
０
円
程

度
で
の
買
収
を

再
提
案
し
た
こ

と
が
分
か
っ
た

と
伝
わ
っ
た
。

ア
ジ
ア
系
フ
ァ

ン
ド
の
Ｍ
Ｂ
Ｋ

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
政
府

の
中
止
勧
告
を
受
け
買

収
を
断
念
し
た
こ
と
を

受
け
、
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｋ
は
Ｍ
Ｂ

Ｋ
の
Ｔ
Ｏ
Ｂ
価
格
（
１

万
１
７
５
１
円
）
を
上

回
る
買
収
提
案
を
し
て

い
た
が
、
提
案
価
格
を

さ
ら
に
引
き
上
げ
た
。

シ
ャ
ー
プ
戦
略
協
業
も
懐
疑
的

　　

シ
ャ
ー
プ
（
６
７
５

３
）
が
急
落
。
同
社
は

鴻
海
精
密
工
業
股
份
有

限
公
司
と
新
規
事
業
で

戦
略
的
協
業
す
る
覚
書

を
結
ん
だ
。
Ａ
Ｉ
イ
ン
フ

ラ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
次

世
代
通
信
技
術
な
ど
市

場
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
革

新
的
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
共
同
開
発
を
推
進
す

る
が
、
効
果
に
は
懐
疑

的
と
見
ら
れ
た
よ
う
だ
。
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７
月
第
１
週
の
動
意
銘
柄

 

 

 

東
京
応
化
と
東
京
計
器
に
期
待

　読者の皆様、一週
間お疲れ様でした。
　先月末からは

ＫＯＳＰＩ指数に振り回される動きが
続いていましたが、ようやく下げ止ま
りつつある感じはしてますね。ＡＩ半
導体が調整している過程では内需のバ
リュー銘柄とも思っていましたが、上
方修正をした７＆ⅰホールディングス
（３３８２）が４日続落になるなど好
決算でも買われていませんから、結局
のとこと業績変化率の高さと夢がある
ということでＡＩ半導体に回帰してく
ると思っています。
　キオクシアＨＤ（２８５Ａ）はベイ
ンキャピタルの全株売却は需給面でポ
ジティブです。それにサムスンとか他の会
社がいくら努力しても追いつけないものが
あります。ジャパン企業はどれだけ失敗＆
努力を重ねてきたか！一朝一夕ではありま
せん。信じています。それでＡＩ半導体関
連では東京応化工業（４１８６）
を見ています。ＡＩ半導体以外
ではドローン無力化技術を有す
る東京計器（７７２１）です。

ＡＩ半導体軒並み高
マイクロン決算市場予測上回る

アドテストの日足チャート

　

２
５
日
、

ア
ド
バ
ン

テ
ス
ト

（
６
８
５

７
）
や
キ

オ
ク
シ
ア

ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス

（
２
８
５

Ａ
）
ロ
ー

ム
（
６
９

６
３
）
、

東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン

（
８
０
３

５
）
、
レ
ー
ザ
ー
テ
ッ

ク
（
６
９
２
０
）
を
は

じ
め
Ａ
Ｉ
半
導
体
関
連

銘
柄
が
軒
並
み
高
。
マ

イ
ク
ロ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
第
１
四
半
期
決
算

が
予
想
を
上
回
り
、
市

場
予
想
を
上
回
る
第
４

四
半
期
の
見
通
し
を
示

し
た
こ
と
で
連
想
買
い

が
広
が
っ
た
。
Ｍ
Ｌ
Ｃ

Ｃ
用
誘
電
体
を
手
掛
け

る
堺
化
学
工
業
（
４
０

７
８
）
も
ス
ト
ッ
プ
高
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
Ｇ
急
落

ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
上
場
延
期
報
道

 
 

 
 

　

週
末
２
６
日
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ

（
９
９
８
４
）
が
急
落
。

出
資
先
の
O
p
e
n
Ａ

Ｉ
の
上
場
を
来
年
ま
で

延
期
す
る
と
報
じ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
グ
ル
ー
プ

の
企
業
価
値
が
早
期
に

向
上
す
る
と
の
期
待
が

後
退
し
た
。
上
場
時
期

は
決
定
し
て
い
な
い
と

さ
れ
て
き
た
が
、
年
内

上
場
と
の
見
方
が
強
か

っ
た
。
市
場
が
不
安
定

で
時
価
総
額
の
目
標
達

成
が
不
透
明
な
こ
と
が

一
因
と
さ
れ
て
い
る
。

伊
勢
化
米
ヨ
ウ
素
抽
出
権

　

伊
勢
化
学
工
業
（
４

１
０
７
）
が
ス
ト
ッ
プ

高
。
米
国
で
ヨ
ウ
素
抽

出
権
取
得
に
関
す
る
契

約
を
し
た
と
発
表
し
た
。

米
Ｓ
ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
社
が

保
有
す
る
油
田
か
ん
水

か
ら
ヨ
ウ
素
を
抽
出
、

商
業
化
す
る
権
利
を
同

社
が
取
得
。
米
国
内
で

新
た
な
ヨ
ウ
素
供
給
源

を
確
立
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
需
要
拡
大

に
対
応
す
る
。

海
帆
は
監
査
意
見
府
表
明

　

海
帆
（
３
１
３
３
）

が
ス
ト
ッ
プ
安
。
２
６

年
３
月
期
の
計
算
書
類

と
附
属
明
細
書
、
連
結

計
算
書
類
に
つ
い
て
、

会
計
監
査
人
プ
ロ
グ
レ

ス
監
査
法
人
か
ら
監
査

意
見
を
表
明
し
な
い
旨

の
報
告
書
を
受
領
し
た

と
発
表
し
た
。
資
金
が

ひ
っ
迫
し
継
続
性
の
前

提
に
重
要
な
不
確
実
性

が
認
め
ら
れ
る
と
指
摘
。

中村超レアアースイオン
　

週
明
け
２
９
日
、

中
村
超
硬
（
６
１

６
６
）
が
ス
ト
ッ

プ
高
。
子
会
社
の

Ｚ
ｅ
ｏ 

Ｎ
ｅ
ｘ

ｔ
が
芝
浦
工
業
大

学
と
希
薄
な
レ
ア

ア
ー
ス
イ
オ
ン
の
回
収

技
術
に
関
す
る
共
同
研

究
を
開
始
す
る
と
発
表

し
た
。
Ｚ
ｅ
ｏ 

Ｎ
ｅ
ｘ

ｔ
は
低
濃
度
レ
ア
ア
ー

ス
イ
オ
ン
の
高
効
率
回

収
技
術
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
回
収
技

術
の
さ
ら
な
る
高
度
化

と
実
用
化
を
目
指
し
て

共
同
研
究
を
進
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
高
市
政

権
に
よ
る
国
産
レ
ア
ア

ー
ス
確
保
に
向
け
た
国

策
に
呼
応
し
た
動
き
と

し
て
期
待
さ
れ
、
市
場

の
関
心
を
集
め
た
。

ピ
ア
ラ
権
利
落
ち
で
売
り

　

ピ
ア
ラ
（
７
０
４
４
）

が
ス
ト
ッ
プ
安
。
６
月

末
優
待
権
利
落
ち
の
影

響
で
処
分
売
り
が
殺
到

し
た
。
６
月
、
１
２
月

末
に
１
０
０
０
株
以
上

を
保
有
す
る
株
主
に
デ

ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
１
万
８

０
０
０
円
分
を
贈
呈
し

て
お
り
、
前
週
末
終
値

ベ
ー
ス
の
優
待
利
回
り

は
６
・
３
％
の
高
水
準
。

権
利
取
り
で
急
騰
し
た

反
動
が
強
ま
っ
た
。

日
フ
エ
ル
ト
大
規
模
自
社
株
買
い

 
 

 
 

 

　

日
本
フ
エ
ル
ト
（
３

５
１
２
）
が
ス
ト
ッ
プ

高
。
上
限
１
０
０
万
株

（
発
行
済
株
式
総
数
に

対
す
る
割
合
５
・
９
６

％
）
ま
た
は
７
億
５
０

０
０
万
円
の
大
規
模
自

己
株
式
取
得
枠
の
設
定

を
発
表
し
た
。
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安定的に冷気を循環

熱中症対策の可動式ブースを開発

ブイキューブ

　

ブ
イ
キ
ュ
ー
ブ
（
３
６
８

１
）
は
熱
中
症
対
策
に
特
化

し
た
可
動
式
ブ
ー
ス
「
テ
レ
キ
ュ
ー
ブ

ク
ー
ル 

プ
ロ
」
を
開
発
し
た
。

　

テ
レ
キ
ュ
ー
ブ
ク
ー
ル
は
、
現
場
に

簡
単
に
設
置
・
移
設
が
で
き
る
「
可
動

式
ブ
ー
ス
」
で
あ
り
な
が
ら
、
４
０
度

を
超
え
る
高
温
な
外
部
環
境
で
あ
っ
て

も
安
定
的
に
冷
気
を
循
環
さ
せ
る
た
め
、

筐
体
と
冷
却
機
能
が
一
体
と
な
っ
た
特

殊
構
造
を
実
現
し
た
こ
と
に
大
き
な
特

長
が
あ
る
。

　

信
州
大
学
繊
維
学
部 

Ｆ
ｉ
ｉ(

フ
ァ

イ
バ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
タ
ー
）
内
の
Ｎ
ｉ
Ｆ
Ｔ
ラ
ボ
や
恒
温

恒
湿
室
に
て
検
証
テ
ス
ト
を
実
施
、
入

室
時
に
３
８
・
７
度
だ
っ
た
頭
部
の
表

面
温
度
が
、
入
室
後
１
０
分
で
３
３
・

１
度
ま
で
低
下
す
る
な
ど
の
効
果
を
確

認
し
て
い
る
。

テレキューブクール プロ

Ａ
Ｉ
半
導
体
後
場
買
い

23
％
営
業
増
益
で
自
社
株
買
い

太陽誘電の日足チャート

　

２
９
日
、
太
陽
誘
電

（
６
９
７
６
）
や
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
（
８
０

３
５
）
な
ど
Ａ
Ｉ
半
導

体
の
一
角
が
後
場
買
い

進
ま
れ
た
。
韓
国
大
統

領
に
よ
る
巨
額
な
半
導

体
投
資
が
発
表
さ
れ
た

こ
と
で
韓
国
総
合
株
価

指
数
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
）

が
１
４
時
以
降
急
速
に

持
ち
直
し
上
昇
に
転
じ

て
き
た
こ
と
で
日
本
の

Ａ
Ｉ
半
導
体
関
連
企
業

に
も
買
戻
し
が
入
っ
た
。

ＭＩＲＡＩＮＩストップ高
２７年３月期予想を上方修正　

３
０
日
、

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ｉ
ホ

ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス

（
５
４
６

Ａ
）が
ス

ト
ッ
プ
高
。

２
７
年
３

月
期
の
業

績
予
想
を

連
結
営
業

利
益
で
１

２
０
億
円

か
ら
１
４
０
億
円
へ
上

方
修
正
し
た
。
半
導
体
メ

モ
リ
の
需
要
拡
大
や
価

格
上
昇
に
加
え
、
イ
ン
ド

市
場
向
け
Ｅ
Ｖ
２
輪
用

電
子
部
品
の
需
要
増
加

な
ど
が
寄
与
し
た
。

 

 

北
川
精
業
績
変
貌
期
待

　

北
川
精
機
（
６
３
２

７
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

プ
リ
ン
ト
基
板
用
プ
レ

ス
装
置
の
大
手
で
ス
マ

ホ
や
サ
ー
バ
ー
の
基
板

に
使
わ
れ
る
高
機
能
銅

張
積
層
板
用
の
プ
レ
ス

装
置
で
世
界
の
８
～
９

割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
ほ

ぼ
独
占
、
Ａ
Ｉ
サ
ー
バ
ー

の
新
規
増
設
計
画
が
相

次
ぐ
中
で
業
績
変
貌
期

待
が
高
ま
っ
た
。

公
開
価
格
12
％
上
回
る

ネ
イ
ス
の
初
値

　

ネ
イ
ス
（
５
８
９
Ａ
）

が
東
証
グ
ロ
ー
ス
市
場

に
新
規
上
場
、
公
開
価

格
１
３
２
０
円
を
１
１
・

８
％
上
回
る
１
４
７
６

円
で
初
値
が
生
ま
れ
た
。

同
社
は
子
ど
も
向
け
体

操
教
室
の
運
営
（
直
営

及
び
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

方
式
）
と
、
児
童
発
達

支
援
・
放
課
後
な
ど
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
運

営
（
直
営
方
式
）
を
行
う
。

太
陽
誘
大
幅
高
で
新
値

基
板
内
蔵
型
Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
へ
期
待

　

１
日
、
太
陽
誘
電
（
６

９
７
６
）
が
大
幅
高
で

最
高
値
を
更
新
。
Ａ
Ｉ
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
大
型

開
発
計
画
が
相
次
ぐ
な

か
、
世
界
初
の
サ
ー
バ

ー
回
路
基
板
に
部
品
を

埋
め
込
む
基
板
内
蔵
対

応
型
Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
積
層
セ

ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
）

へ
の
期
待
が
強
い
。
従

来
製
品
の
約
５
倍
の
大

容
量
で
、
Ａ
Ｉ
サ
ー
バ
ー

の
大
幅
な
効
率
ア
ッ
プ

を
図
れ
、
受
注
拡
大
に

よ
る
業
容
変
貌
の
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

バ
ロ
ー
Ｈ
Ｄ
公
募
増
資
嫌
気

　

バ
ロ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
９
９
５
６
）

が
大
幅
続
落
。
公
募
増

資
を
発
表
し
た
こ
と
で

一
株
当
た
り
利
益
の
希

薄
化
懸
念
が
台
頭
し
た
。

４
６
９
万
４
６
０
０
株

の
公
募
に
よ
る
新
株
発

行
、
上
限
７
０
万
４
１

０
０
株
の
オ
ー
バ
ー
ア

ロ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
よ
る

売
り
出
し
も
需
要
状
況

に
応
じ
て
行
う
と
い
う
。

Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
上
方
修
正
増
配

 
 

 
 

　

Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
（
５
９
６

７
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
６
年
５
月
期
の
連
結

業
績
を
営
業
利
益
１
１

億
５
０
０
０
万
円
を
１

３
億
６
３
０
０
万
円

（
前
期
比
３
６
・
０
％

増
）
へ
上
方
修
正
、
期

末
一
括
配
当
を
９
円
か

ら
１
３
円
（
前
の
期
９

円
）
に
引
き
上
げ
た
。
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７
月
第
２
週
の
動
意
銘
柄

キオクシア大幅続落
米国でＡＩインフラ関連が急落

キオクシアＨＤ
　　の日足チャート

　

２
日
、

キ
オ
ク
シ

ア
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ

ス
（
２
８

５
Ａ
）
が

大
幅
続
落
。

メ
タ
・
プ

ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
ズ

が
余
剰
と

な
っ
た
Ａ

Ｉ
イ
ン
フ

ラ
を
外
部

提
供
す
る

と
の
報
道
を
受
け
、
関

連
銘
柄
が
投
資
縮
小
懸

念
に
よ
り
急
落
、
ナ
ス

ダ
ッ
ク
指
数
や
Ｓ
Ｏ
Ｘ

指
数
が
下
落
し
、
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ｐ
Ｉ
指
数
も
安
く
ス

始
ま
っ
た
こ
と
が
嫌
気

さ
れ
た
。
サ
ム
ス
ン
電

子
と
Ｓ
Ｋ
ハ
ニ
ッ
ク
ス

が
新
工
場
の
建
設
を
発

表
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

競
合
す
る
同
社
へ
の
影

響
も
引
き
続
き
懸
念
さ

れ
た
。
太
陽
誘
電
（
６

９
７
６
）
や
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
（
８
０
３
５
）

を
は
じ
め
、
Ａ
Ｉ
半
導

体
関
連
に
も
利
益
確
定

売
り
圧
力
が
強
ま
っ
た
。

太
洋
物
は
堀
江
氏
取
締
役
に

　

太
洋
物
産
（
９
９
４

１
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
ま

で
買
わ
れ
た
。
実
業
家

の
堀
江
貴
文
氏
が
６
月

３
０
日
の
株
主
総
会
を

経
て
社
外
取
締
役
に
就

任
し
た
こ
と
が
材
料
視

さ
れ
た
。
堀
江
氏
が
上

場
企
業
の
取
締
役
に
な

る
の
は
、
ラ
イ
ブ
ド
ア

の
社
長
を
辞
任
し
て
か

ら
２
０
年
ぶ
り
。

レ
ダ
ッ
ク
ス
が
ス
ト
ッ
プ
高

　

レ
ダ
ッ
ク
ス
（
７
６

０
２
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

世
界
的
金
融
グ
ル
ー
プ

の
Ｆ
Ｒ
Ｈ
Ｃ
社
と
の
合

弁
会
社
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
ｏ

ｍ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
と
予

定
し
て
い
た
業
務
委
託

を
正
式
に
契
約
し
た
と

発
表
し
た
こ
と
が
買
い

手
掛
か
り
。
日
本
国
内

の
金
融
事
業
で
市
場
フ

ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査

と
戦
略
立
案
、
日
本
の

金
融
機
関
、
規
制
当
局

や
潜
在
的
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
関
係
構
築
な
ど
の

業
務
を
委
託
し
た
。

キ
オ
ク
シ
ア
上
昇
転
換

第
10
世
代
新
製
品
サ
ン
プ
ル
出
荷

　

週
末
３
日
、
キ
オ
ク

シ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
２
８
５
Ａ
）
が
朝

安
の
あ
と
上
げ
に
転
じ

た
。
ア
ッ
プ
ル
社
が
中

国
製
半
導
体
メ
モ
リ
ー

を
調
達
す
る
可
能
性
が

報
じ
ら
れ
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
指

数
や
サ
ン
デ
ィ
ス
ク
が

急
落
し
た
こ
と
を
受
け

て
売
り
が
先
行
し
た
が
、

韓
国
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
指
数

が
下
げ
渋
り
、
傘
下
の

キ
オ
ク
シ
ア
が
第
１
０

世
代
Ｂ
ｉ
Ｃ
Ｓ 

Ｆ
Ｌ

Ａ
Ｓ
Ｈ
３
次
元
フ
ラ
ッ

シ
ュ
メ
モ
リ
技
術
を
適

用
し
た
１
Ｔ
ｂ
（
テ
ラ

ビ
ッ
ト
）
Ｔ
Ｌ
Ｃ
製
品

の
サ
ン
プ
ル
出
荷
を
開

始
し
た
と
発
表
し
た
こ

と
が
支
援
材
料
に
な
っ

た
。
新
製
品
は
Ｎ
Ａ
Ｎ

Ｄ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

速
度
で
第
８
世
代
比
３

３
％
、
ビ
ッ
ト
密
度
は

５
９
％
ア
ッ
プ
、
電
力

効
率
は
書
き
込
み
時
で

１
８
％
、
読
み
出
し
時

で
３
０
％
改
善
し
て
お

り
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
消
費
電
力
削
減

に
も
貢
献
す
る
と
し
て

い
る
。

電通総非公開化報道
　

電
通
総
研
（
４

８
１
２
）
が
大
幅

続
伸
。
、
親
会
社

の
電
通
グ
ル
ー
プ

（
４
３
２
４
）
が

非
公
開
化
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る

と
の
報
道
が
材
料
視
さ

れ
た
。
会
社
側
は
「
株

主
構
成
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
非
公
開
化
を
含

め
様
々
な
可
能
性
を
検

討
し
て
い
る
が
、
現
時

点
で
開
示
す
べ
き
情
報

は
な
い
」
と
の
リ
リ
ー

ス
を
公
表
し
た
。

窪
田
製
薬
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

 
 

 
 

 

　

窪
田
製
薬
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
４
５
９

６
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

エ
ミ
ク
ス
ス
タ
ト
塩
酸

塩
の
製
造
に
係
る
マ
イ

ル
ス
ト
ー
ン
対
価
を
受

領
し
た
と
発
表
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
規
制
当
局
へ

の
承
認
申
請
準
備
に
向

け
て
関
連
資
料
の
提
供

が
完
了
、
連
結
子
会
社

ク
ボ
タ
・
ビ
シ
ョ
ン
が

原
薬
製
造
工
程
に
対
応

す
る
対
価
を
受
領
し
た
。

自動車上振れ余地伝わる
　

週
明
け
６
日
、

ト
ヨ
タ
自
動
車

（
７
２
０
３
）
や

ホ
ン
ダ
（
７
２
６

７
）
、
日
産
自
動

車
（
７
２
０
１
）

な
ど
自
動
車
株
が

総
じ
て
高
い
。
出
遅
れ

バ
リ
ュ
ー
株
へ
資
金
シ

フ
ト
が
進
む
な
か
「
自

動
車
大
手
７
社
の
業
績

の
上
振
れ
余
地
が
円
安

で
拡
大
し
て
い
る
」
と

伝
わ
っ
た
こ
と
が
支
援

材
料
に
な
っ
た
。
1
ド

ル
１
６
１
円
と
い
う
足

元
の
水
準
が
期
末
ま
で

続
い
た
と
す
れ
ば
、
２

０
２
７
年
３
月
期
に
９

０
０
０
億
円
超
の
新
た

な
増
益
要
因
と
な
る
。

各
社
は
今
期
の
想
定
為

替
レ
ー
ト
で
１
ド
ル
１

４
５
〜
１
５
５
円
を
見

込
む
と
し
て
い
る
。

マ
ル
マ
エ
出
尽
く
し
感

　

マ
ル
マ
エ
（
６
２
６

４
）
が
大
幅
反
落
。
２

６
年
８
月
期
第
３
四
半

期
累
計
の
連
結
決
算
は
、

営
業
利
益
２
６
億
４
４

０
０
万
円
（
前
年
同
期

比
８
４
・
１
％
増
）
と

大
幅
増
益
で
着
地
し
た

が
、
通
期
予
想
は
６
月

に
上
方
修
正
し
た
４
１

億
円
（
前
期
比
９
８
・

３
％
増
）
を
据
え
置
い

て
お
り
、
当
面
の
出
尽

く
し
感
か
ら
利
益
確
定

売
り
が
膨
ら
ん
だ
。
半

導
体
向
け
精
密
部
品
が

過
去
最
高
水
準
に
拡
大
。
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百年松香・匠心深耕賞を受賞

ロジン誘導体へ傑出した貢献評価

荒川化学工業

　

荒
川
化
学
工
業
（
４
９
６

８
）
グ
ル
ー
プ
の
広
西
梧
州

荒
川
化
学
工
業
有
限
公
司
は
、
梧
州
市

外
商
投
資
企
業
協
会
か
ら
「
百
年
松
香

（
松
香
は
中
国
語
で
ロ
ジ
ン
の
こ
と
）
・

匠
心
深

耕
賞
」

を
受
賞

し
た
。

協
会
か

ら
は
こ

れ
ま
で

の
広
西

梧
州
荒

川
化
学

工
業
の

歩
み
を
振
り
返
り
、
ロ
ジ
ン
誘
導
体
業

界
へ
の
傑
出
し
た
貢
献
を
評
価
さ
れ
た
。

　

荒
川
化
学
工
業
と
梧
州
市
と
の
関
わ

り
は
１
９
７
０
年
代
の
技
術
移
転
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
さ
か
の
ぼ
る
。
以
降
、
広

西
梧
州
荒
川
化
学
工
業
の
前
身
で
あ
る

梧
州
荒
川
化
学
工
業
有
限
公
司
の
設
立

か
ら
３
０
余
年
、
梧
州
市
と
中
国
ロ
ジ

ン
業
界
に
深
く
根
差
し
、
技
術
と
情
熱

を
も
っ
て
事
業
を
継
続
し
て
き
た
こ
と

が
、
地
域
経
済
や
業
界
へ
の
貢
献
と
し

て
認
め
ら
れ
た
。

　

「
今
後
も
長
年
培
っ
て
き
た
技
術
と
信

頼
を
礎
に
、
持
続
可
能
な
も
の
づ
く
り

を
通
じ
て
地
域
社
会
や
業
界
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

防
衛
関
連
上
昇
目
立
つ

防
衛
装
備
「
公
設
民
営
」
伝
わ
る

東京計器の日足チャート

　

６
日
、
東
京
計
器
（
７

７
２
１
）
や
三
菱
重
工

業
（
７
０
１
１
）
、
Ｉ
Ｈ

Ｉ
（
７
０
１
３
）
、
日
本

ア
ビ
オ
ニ
ク
ス
（
６
９

４
６
）
な
ど
防
衛
関
連

の
上
昇
が
目
立
っ
た
。

「
政
府
は
２
０
２
７
年

に
も
防
衛
装
備
品
の
生

産
工
場
を
国
有
化
す
る

た
め
の
法
案
を
国
会
へ

提
出
す
る
調
整
に
入
っ

た
。
」
と
伝
わ
っ
た
。「
有

事
の
際
に
弾
薬
な
ど
を

増
産
で
き
る
よ
う
国
が

関
与
し
て
平
時
か
ら
生

産
力
を
維
持
す
る
」
と

し
、
国
が
施
設
を
保
有

し
て
民
間
に
運
営
を
委

ね
る
方
式
を
念
頭
に
置

く
と
し
て
い
る
。

キオクシア大幅続落
サムスン電子とＫＯＳＰＩ急落

　
７
日
、

キ
オ
ク
シ

ア
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ

ス
（
２
８

５
Ａ
）が

大
幅
続
落
。

サ
ム
ス
ン

電
子
が
市

場
予
想
を

上
回
る
四

半
期
決
算

を
開
示
し

た
あ
と
で

急
落
し
、
韓
国
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｐ

Ｉ
指
数
も
７
％
超
の
下

落
と
な
っ
た
こ
と
を
受

け
て
連
想
売
り
が
波
及

し
た
。
サ
ム
ス
ン
電
子
の

好
決
算
は
織
り
込
み
済

と
の
見
方
。

 

Ｊ
Ｒ
東
海
リ
ニ
ア
着
工
容
認

　

Ｊ
Ｒ
東
海
（
９
０
２

２
）
が
後
場
上
げ
幅
拡

大
。
「
静
岡
県
の
鈴
木
康

友
知
事
が
７
日
、
県
議

会
で
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
静
岡
工
区
の
着
工

を
容
認
す
る
と
表
明
し

た
」
と
伝
わ
っ
た
。
懸

案
と
な
っ
て
き
た
大
井

川
の
水
資
源
流
出
へ
の

対
処
や
環
境
対
策
に
つ

い
て
３
月
に
県
と
の
協

議
が
決
着
。
１
８
日
に

も
同
工
区
本
体
工
事
に

必
要
な
「
自
然
環
境
保

全
協
定
」
を
締
結
す
る

も
よ
う
。
年
内
に
本
体

工
事
に
着
手
で
き
れ
ば
、

最
短
で
２
０
３
６
年
の

開
業
が
視
野
に
入
る
。

放
電
精
密
ス
ト
ッ
プ
高

27
年
２
月
期
予
想
を
上
方
修
正

　
８
日
、
放
電
精
密
加

工
研
究
所
（
２
４
０
８
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２
７

年
２
月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連
結
営
業

利
益
で
１
２
億
円
か
ら

１
４
億
３
６
０
０
万
円

（
前
期
比
２
８
・
０
％

増
）
へ
上
方
修
正
し
た

こ
と
が
好
感
さ
れ
た
。

放
電
加
工
・
表
面
処
理

セ
グ
メ
ン
ト
で
５
億
円
、 

金
型
セ
グ
メ
ン
ト
で
２

５
０
０
万
円
、
機
械
装

置
等
セ
グ
メ
ン
ト
で
１

億
１
０
０
万
円
そ
れ
ぞ

れ
増
加
す
る
見
込
み
。

原
油
関
連
Ｗ
Ｔ
Ｉ
上
昇

　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
（
１
６
０

５
）
や
石
油
資
源
開
発

（
１
６
６
２
）
の
原
油
関

連
の
一
角
が
高
い
。
イ

ラ
ン
が
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

を
通
過
し
た
タ
ン
カ
ー

を
攻
撃
し
、
ア
メ
リ
カ

軍
が
対
抗
措
置
と
し
て
、

イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃
を
実

施
し
た
こ
と
で
Ｗ
Ｔ
Ｉ

原
油
先
物
価
格
が
１
バ

レ
ル
７
２
ド
ル
台
ま
で

上
昇
し
て
い
る
こ
と
が

材
料
視
さ
れ
た
。

ア
ス
タ
リ
ス
ク
北
米
拡
大

 
 

 
 

　

ア
ス
タ
リ
ス
ク
（
６

５
２
２
）
が
年
初
来
高

値
更
新
。
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
関

連
の
米
国
特
許
を
基
盤

に
北
米
市
場
で
Ｒ
Ｆ
Ｉ

Ｄ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
本
格
的
に
拡
大
す

る
と
発
表
し
た
。
世
界

市
場
を
視
野
に
Ｒ
Ｆ
Ｉ

Ｄ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
。
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半
導
体
転
機
迎
え
る

人型ロボットで三菱自に期待

　

今
月
に
入
っ
て
、
半
導
体
系
の
調

整
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
反
発
の

転
機
を
迎
え
た
と
見
て
い
ま
す
。

９
日
で
の
値
上
が
り
上
位
も
キ

オ
ク
シ
ア
Ｈ
Ｄ
、
ア
ド
バ
ン
テ

ス
ト
、
東
京
エ
レ
、
ス
ク
リ
ー

ン
、
村
田
製
作
、
デ
ィ
ス
コ
、

ロ
ー
ム
な
ど
半
導
体
系
が
占
め

ま
し
た
。

　

９
日
の
米
国
株
式
は
半
導
体

メ
モ
リ
ー
の
マ
イ
ク
ロ
ン
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
、
２
０
３
５
年
ま

で
に
当
初
の
２
０
０
０
億
ド
ル

の
投
資
を
２
５
０
０
ド
ル
ま
で

拡
大
さ
せ
る
と
報
じ
ら
れ
た
こ

と
を
好
感
し
て
大

き
く
買
わ
れ
、
そ

れ
に
つ
れ
て
Ａ

Ｉ
・
半
導
体
系
が

一
斉
高
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
１
０
日
の
日

経
平
均
は
半
導
体

系
が
続
伸
し
て
お

り
、
週
明
け
以
降

は
７
万
円
台
を
回

復
す
る
可

能
性
が
出

て
き
ま
し

た
。
す
で

に
底
入
れ

し
て
い
た

ソ
フ
ト
バ
ン
ク

Ｇ
も
大
幅
な
戻

り
を
見
込
め
、

キ
オ
ク
シ
ア
も

出
直
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。　

こ
う
し
た
中
で
そ
の
他
の
銘
柄
は
調

整
に
入
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、
防
衛
関
連
は
三
菱
重
（
７

０
１
１
）
な
ど
が
反
発
す
る
と
み

ら
れ
ま
す
。
川
重
（
７
０
１
２
）

も
公
募
の
値
決
め
前
で
売
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
値
を
抑
え
る

動
き
も
２
７
５
０
円
前
後
ま
で
下

落
し
た
こ
と
で
調
整
売
り
は
終
了

し
た
と
み
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
関
連

で
も
あ
り
ま
す
の
で
２
８
０
０
円

台
の
回
復
を
本
日
見
込
め
そ
う
で

す
。
公
募
の
値
決
め
は
１
４
日
で

す
。
そ
の
後
は
値
を
抑
え
る
こ
と

は
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
値
決
め

の
後
は
３
０
０
０
円
台
に
向
け
て

上
昇
し
て
い
く
と
み
て
い
ま
す
。

　

三
菱
自

（
７
２
１
１
）

が
ヒ
ト
型
ロ

ボ
ッ
ト
を
東

大
と
共
同
開

発
し
て
本
格

的
に
売
り
出

す
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
こ

れ
が
刺
激
と
な

っ
て
、
４
０
０

円
台
に
接
近
す

る
こ
と
に
な
り

そ
う
で
す
。

Ａ
Ｉ
半
導
体
が
急
反
発

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
反
発
で
買
戻
し

　
９
日
、
ア
ド
バ
ン
テ

ス
ト
（
６
８
５
７
）
や

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

（
８
０
３
５
）
、
Ｋ
Ｏ
Ｋ

Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ 

Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
（
６
５
２
５
）

な
ど
Ａ
Ｉ
半
導
体
の
一

角
が
急
反
発
。
韓
国
の

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
指
数
か
反

発
し
て
始
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
短
期
的
な
売

ら
れ
過
ぎ
感
か
ら
買
い

戻
し
の
動
き
と
な
っ
た
。

キ
オ
ク
シ
ア
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
２
８
５
Ａ
）

は
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
高
に
加

え
、
米
投
資
フ
ァ
ン
ド

の
ベ
イ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル

が
全
保
有
株
式
を
売
却

し
た
と
伝
わ
り
、
ア
ク

抜
け
感
も
台
頭
し
た
。

ア
イ
ス
ペ
ス
新
サ
ー
ビ
ス

　
ｉ
ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
（
９

３
４
８
）
が
ス
ト
ッ
プ

高
。
新
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
Ｘ
に
よ

る
ス
タ
ー
シ
ッ
プ
の
ペ

イ
ロ
ー
ド
（
荷
物
）
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
月

輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
発
表
し
た
。
ス

タ
ー
シ
ッ
プ
は
最
速
２

０
３
０
年
の
月
面
着
陸

を
目
指
し
て
お
り
、
５

０
０
㎏
未
満
の
小
型
ペ

イ
ロ
ー
ド
の
月
面
輸
送

ニ
ー
ズ
を
持
つ
顧
客
に

向
け
グ
ロ
ー
バ
ル
に
販

売
を
開
始
す
る
。

ウエハ関連上昇目立つ
先端半導体向け需要増観測

 
 

 

　

週
末
１

０
日
、
Ｓ

Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ

（
３
４
３

６
）
が
ス

ト
ッ
プ
高

に
買
わ
れ

た
ほ
か
、

信
越
化
学

工
業
（
４

０
６
３
）

や
フ
ェ
ロ

ー
テ
ッ
ク

（
６
８
９

０
）
、
Ｒ
Ｓ 

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ

ｉ
ｅ
ｓ
（
３
４
４
５
）

な
ど
半
導
体
ウ
エ
ハ
関

連
の
上
昇
が
目
立
っ
た
。

サ
ム
ス
ン
電
子
、
Ｓ
Ｋ

ハ
イ
ニ
ッ
ク
ス
が
買
わ

れ
、
韓
国
Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｉ

指
数
５
％
近
い
急
騰
に

な
る
な
か
、
先
端
半
導

体
向
け
ウ
ェ
ハ
ー
需
要

の
増
加
観
測
か
ら
関
連

銘
柄
に
買
い
気
が
強
ま

っ
た
。
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
は

信
用
売
り
残
が
急
増
し

て
い
た
こ
と
で
買
戻
し

が
株
価
を
押
し
上
げ
た
。

三
菱
自
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
で
協
業

 
 

 
 

 

　

三
菱
自
動
車
工
業

（
７
２
１
１
）
が
続
伸
。

東
京
大
学
発
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
ｌ
ａ

ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
と
協
業
で

基
本
合
意
書
。
工
場
で

活
用
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ノ

イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
の
共
同

開
発
と
Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
ｌ
ａ

ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
製
品
の
量

産
化
を
協
議
す
る
。

Ａ
Ｉ
メ
カ
海
外
か
ら
受
注

 
 

 
 

　

Ａ
Ｉ
メ
カ
テ
ッ
ク

（
６
２
２
７
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
海
外
の
大
手

半
導
体
関
連
メ
ー
カ
ー

２
社
か
ら
ウ
エ
ハ
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を

受
注
し
た
と
発
表
し
た
。

薄
化
・
積
層
化
に
対
し

重
要
な
プ
ロ
セ
ス
の
一

つ
を
担
っ
て
い
る
。

https://marketpress.jp/
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相
場
展
望

今
年
後
半
は
循
環
物
色

Ａ
Ｉ
・
半
導
体
と
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
型

西川 雅博 氏

光世証券 エグゼクティブ・マネージャー

　

急
騰
を
続
け
て
き
た
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
関
連
株
だ
が
７
月

に
入
り
勢
い
に
や
や
陰
り
が
み
ら
れ
る
。
日
経
平
均
は
４

月
１
日
か
ら
６
月
３
０
日
ま
で
の
第
一
四
半
期
に
約
１
万

９
０
０
０
円
幅
上
昇
し
た
が
、
そ
の
う
ち
Ａ
Ｉ
・
半
導
体

関
連
の
４
銘
柄
（
キ
オ
ク
シ
ア
、
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
、
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
Ｇ
）
の
寄
与
度
は
１

万
０
５
０
０
円
に
及
ぶ
。
実
に
日
経
平
均
上
昇
の
５
５
％

が
こ
れ
ら
４
銘
柄
に
よ
る
も
の
だ
。
Ｎ
Ｔ
倍
率
は
一
時
１

８
倍
に
達
し
た
が
、
そ
の
後
は
１
６
倍
台
ま
で
急
低
下
し

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
型
銘
柄
が
巻
き
返
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｉ
を
取
り
巻
く
強
気
見
通
し
に
大
き
な
変
化
は
な
い

が
、
上
昇
ピ
ッ
チ
が
あ
ま
り
に
速
か
っ
た
た
め
ス
ピ
ー
ド

調
整
は
や
む
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
株
は
需
給
関
係
か

ら
例
年
７
月
～
８
月
に
調
整
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
だ
。

　

全
体
を
占
う
に
も
注
目
は
キ
オ
ク
シ
ア
株
の
動
向
で
あ
る
。
過
去
Ｅ
Ｐ
Ｓ

の
急
膨
張
に
株
価
が
追
い
つ
け
な
か
っ
た
事
例
と
し
て
５
年
前
の
海
運
株
相

場
が
あ
る
。
規
模
の
拡
大
と
い
う
よ
り
市
況
の
急
騰
が
利
益
大
化
け
の
源
泉

と
な
っ
た
の
が
キ
オ
ク
シ
ア
と
の
共
通
点
だ
。
２
１
年
に
日
本
郵
船
は
１
年

に
及
ぶ
急
上
昇
を
経
て
９
月
２
７
日
高
値
か
ら
１
０
月
５
日
ま
で
６
日
間
で

３
８
％
急
落
し
、
そ
の
後
約
２
カ
月
の
日
柄
整
理
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
水

準
は
安
値
と
＋
２
～
３
０
％
程
度
の
間
を
往
来
す
る
ボ
ッ
ク
ス
相
場
だ
っ
た
。

１
２
月
初
旬
に
保
ち
合
い
を
放
れ
上
昇
相
場
が
復
活
、
３
カ
月
後
の
３
月
に

最
高
値
を
更
新
し
て
い
る
。
決
算
数
字
を
確
認
し
な
が
ら
高
値
を
追
っ
た
格

好
だ
。

　

今
回
キ
オ
ク
シ
ア
は
６
月
２
２
日
に
最

高
値
１
１
万
２
７
０
０
円
を
付
け
た
後
、

７
月
３
日
安
値
６
万
７
１
９
０
円
ま
で
約

４
０
％
の
急
落
で
一
旦
底
打
ち
し
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
似

た
よ
う
な
形
状
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
郵
船
株
と
同
様
の
動

き
を
想
定
す
る
と
、
８
月
頃
ま
で
は
８
万
円
前
後
の
持
ち
合

い
と
な
り
、
そ
の
後
年
末
に
か
け
再
度
上
昇
ト
レ
ン
ド
に
入

る
と
の
見
立
て
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
キ
オ
ク
シ
ア
に
は
Ａ

Ｉ
革
命
と
い
う
構
造
的
な
プ
ラ
ス
要
因
が
あ
る
こ
と
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

日
経
平
均
と
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
関
連
株
以
外
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ

型
銘
柄
は
逆
相
関
の
傾
向
が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
印
象
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル

市
場
で
も
テ
ッ
ク
株
が
調
整
時
に
景
気
敏
感
株
な
ど
の
オ
ー
ル
ド
エ
コ
ノ
ミ

ー
株
が
買
わ
れ
て
い
る
。
株
価
予
測
に
は
日
経
平
均
に
捉
わ
れ
な
い
新
し
い

視
点
が
必
要
だ
ろ
う
。
高
市
政
権
の
骨
太
方
針
や
日
本
成
長
戦
略
に
盛
り
込

ま
れ
る
１
７
分
野
に
関
し
て
製
品
・
技
術
ご
と
に
投
資
規
模
や
概
略
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
２
０
４
０
年
度
ま
で
に
官
民
合
わ
せ
て
総
額
３
７
０
兆
円
の

投
資
金
額
だ
。
成
果
が
明
確
で
な
か
っ
た
か
つ
て
の
経
済
政
策
と
同
様
の
扱

い
を
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
対
象
が
多
岐
で
広
範
囲
に
及
ぶ
た
め
今
の

と
こ
ろ
株
式
市
場
で
の
反
応
は
限
定
的
だ
。
日
経
平
均
に
対
す
る
高
値
警
戒

も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
長
期
投
資
の
観
点
で
こ
こ
か
ら
も
大
い
に
投
資
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
と
み
る
。

　

「
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
関
連
株
」
と
成
長
戦
略
や
好
業
績
を
背
景
に
し
た
「
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
型
銘
柄
」
の
循
環
物
色
が
継
続
す
る
の
が
今
年
後
半
の
メ
イ
ン
ス

ト
ー
リ
ー
だ
。
金
利
高
は
金
融
正
常
化
へ
の
端
緒
と
し
て
消
化
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
イ
ン
フ
レ
は
持
続

的
経
済
成
長
に
と
っ
て

脅
威
だ
が
、
デ
フ
レ
を

脱
却
し
た
「
イ
ン
フ
レ

的
な
経
済
」
は
、
企
業

業
績
を
通
じ
て
株
式
市

場
に
長
期
に
わ
た
っ
て

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
働
く
可

能
性
が
あ
る
。
個
別
に

は
Ｊ
Ｘ
金
属
（
５
０
１

６
）
、
三
菱
電
機
（
６

５
０
３
）
、
フ
ァ
ナ
ッ

ク
（
６
９
５
４
）
な
ど
。

ＪＸ金属の日足チャート

三菱電機の日足チャート
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
４
年
３
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。              

「ＡＩ革命」はずっと続く
ＣＰＵの性能が勝負を分ける

資
産
運
用
意
識
大
き
く
変
化

山口フィナンシャルＧ
　　　　　の日足チャート

　ソフトバ
ンクグルー
プ会長兼社
長の孫正義
氏が投資を
重ねてきた
ロボティク

ス領域においては、既に「ＡＩ（知能）を持っ
たロボットが次のロボットを自動で量産する体
制」が稼働を始めているという。孫氏によれば、
ＡＩの進化の第１段階である「画像や動画、対
話の生成ＡＩ」の時代は、ＮＶＩＤＩＡのＧＰ
Ｕ（画像処理半導体）が圧倒的なトップだが、
これから突入する第２段階の「エージェントＡ
Ｉ」（ＡＩが自ら考えて自発的に２４時間アク
ションを起こし続ける自律型ＡＩ）時代におい
ては、グラフィック用のＧＰＵよりも全体のコ
ントロールを担うＣＰＵの性能が勝負を分ける
という。
　同社傘下の半導体設計大手、英Ａｒｍ Ｈｏ
ｌｄｉｎｇｓ（Ａｒｍ）は、ＡＩデータセンター
向けＣＰＵ「Ａｒｍ ＡＧＩ ＣＰＵ」を発表し
ている。Ａｒｍの設計するＣＰＵは、Ｉｎｔｅｌ
やＡＭＤのアーキテクチャに比べて「同じ働き
をするのに必要な電力が半分」で済む。電気あ
たりの効率が２倍良い。省電力という圧倒的な
優位性によって、孫氏はこれからのインフラ市
場では「Ａｒｍが圧倒的に勝利する時代」がや
って来るという。孫氏はＡＩに「オールイン」し、
１０年から１５年間は戦い続けると宣言してお

り、「Ａ
Ｉ革
命」は
ずっと
続くと
考えて
いる。
　Ａ
Ｉ・半
導体株
の上昇

を背景に、
個人の資産
運用への意
識も大きく
変化してい
る。２０２
６年１～３
月期の資金
循環統計に
よると、３
月末時点の
家計の金融
資産残高は
２３８６兆
円となり、
前年同期比
で７．１％
増加した。
内訳を見る
と、株式などの残高は２８．６％増の３
９８兆円、投資信託は２５．７％増の１
６５兆円と大きく伸びている。
　一方で、現金・預金の残高は０．６％
増の１１２６兆円にとどまっており、長
らく続いてきた「貯金中心」の家計から、
株式や投資信託への資金シフトが鮮明に
なっている。
　日本の家計における現預金比率は、長
らく５０％台前半で推移してきたが、２
０２５年６月末に５０％を割ったのち、
２０２６年３月末には４７％まで低下し
た。現預金への資金流入ペースが落ちる
一方、株式・投資信託への資金流入が強
まり、株価上昇が株式・投資信託の評価
額を押し上げた結果といえる。ただ、米
国の金融資産全体に占める株式・投資信
託の割合が約６０％に対し、日本は約２
４％と低水準だ。
　潮流銘柄は山口フィナンシャルグルー
プ（８４１８）、横浜フィナンシャルグ
ループ（７１８６）、群馬銀行（８３３４）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

日経平均の週足チャート

ＴＳＭＣ熊本工場

高
変
動
相
場
は
続
く

Ａ
Ｉ
関
連
企
業
の

　
 

決
算
見
極
め
る

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
１
８
６
円
安
と
な
り
２
週
ぶ

り
に
反
落
、
週
足
陰
線
と
な
っ
た
。

Ａ
Ｉ
関
連
株
が
調
整
に
入
る

中
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
は
週
初
過

去
最
高
値
を
更
新
し
て
お
り
、

内
需
株
へ
の
循
環
物
色
が
進

で
い
る
よ
う
だ
。

　

先
週
は
韓
国
の
サ
ム
ソ
ン
電
子

株
が
好
決
算
を
発
表
し
た
に
も
拘

わ
ら
ず
株
価
が
急
落
し
た
こ
と
に

よ
り
、
世
界
的
に
Ａ
Ｉ
関
連
株
の

高
値
警
戒
感
が
意
識
さ
れ
、
一
時

株
価
は
大
き
く
下
落
し
た
。
Ａ
Ｉ

関
連
株
は
「
３
期
先
の
利
益
ま
で

織
り
込
ん
だ
水
準
」
と
言
わ
れ
て

お
り
、
単
な
る
好
決
算
で
は
売
ら

れ
る
状
況
だ
。

　

Ａ
Ｉ
産
業
革
命
と
も
言
わ
れ

る
流
れ
は
い
ず
れ
そ
れ
に
支
え

ら
れ
た
好
景
気
で
、
中
長
期
的

に
は
相
場
を
上
昇
に
牽
引
し
て

い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
上

昇
ス
ピ
ー
ド
が
速
す
ぎ
た
。
急

上
昇
が
一
旦
と
ま
り
、
今
は
こ

の
上
昇
が
正
し
か
っ
た
の
か
、

更
に
上
値
が
追
え
る
の
か
検
証

し
て
い
る
状
況
と
も
い
え
よ
う
。

　

そ
の
意
味
で
今
週
１
６
日
発

表
予
定
の
台
湾
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
決

算
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、

７
月
下
旬
に
は
米
メ
タ
や
米
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
な
ど
の
ハ
イ
パ

ー
ス
ケ
ー
ラ
ー
（
大
規
模
ク
ラ

ウ
ド
事
業
者
）
の
決
算
が
相
次
ぐ
。

　

こ
れ
ら
の
企
業
が
追
加
の
投
資

計
画
が
出
て
く
れ
ば
、
再
び
Ａ
Ｉ

ラ
リ
ー
の
復
活
に
な
る
可
能
性
も

出
て
く
る
が
、
投
資
減
額
な
ど
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
話
が
出
て
く
る
と
調

整
は
長
引
き
そ
う
だ
。
そ
れ
ら
を

見
極
め
る

た
め
、
夏

季
休
暇
を

控
え
る
海

外
投
資
家

は
一
旦
利

益
を
確
定

す
る
動
き

と
な
っ
て

い
る
よ
う

だ
。

　

チ
ャ
ー

ト
で
は
６

月
２
２
日
の
高
値
（
７
万
２
８
３

１
円
７
３
銭
）
を
起
点
に
右
肩
下

が
り
の
抵
抗
ラ
イ
ン
（
７
万
０
５

０
０
円
処
）
が
上
値
を
抑
え
て
い

る
。
こ
の
ラ
イ
ン
を
抜
け
て
く
れ

ば
再
び
強
い
上
昇
波
動
に
入
る
と

思
わ
れ
る
が
、
海
外
投
資
家
の
積

極
的
な
買
い
が
見
ら
れ
な
い
現
状

で
は
上
が
れ
ば
短
期
筋
に
売
ら
れ
、

下
が
れ
ば
中
長
期
の
投
資
家
に
買

わ
れ
る
も
み
合
い
相
場
が
続
く
と

思
わ
れ
る
。

　

も
み
合
い
相
場
と
言
っ
て
も
相

場
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
を
高
め
る

ハ
イ
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
Ｅ
Ｔ
Ｆ
の
運

用
残
高
が
増
加
し
て
お
り
、
上
下

の
動
き
が
大
き
い
相
場
は
続
き
そ

う
だ
。
今
週
の
レ
ン
ジ
は
６
万
７

０
０
０
円
～
７
万
０
５
０
０
円
を

想
定
す
る
。　
　
　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、,,

、
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記
者
の
視
点

相
場
見
通
し

ＡＳＭＬとＴＳＭＣの決算注視

ＡＩ普及の動き衰えず

　

先
週
の
東

京
市
場
は
韓

国
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｐ

Ｉ
指
数
の
幾

度
の
サ
ー
キ

ッ
ト
ブ
レ
ー

カ
ー
に
振
り

回
さ
れ
る
形

で
Ａ
Ｉ
半
導

体
の
売
り
が

重
な
り
、
日

経
平
均
は
調

整
色
を
強
め

た
が
、
週
末

１
０
日
に
は

よ
う
や
く
落

ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
き
た
。

　

韓
国
で
は
個
人
投
資
家
に
よ

る
レ
バ
レ
ッ
ジ
型
上
場
投
資
信

託
（
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）
へ
の
熱
狂
が
過

熱
し
て
お
り
、
サ
ム
ス
ン
電
子

と
Ｓ
Ｋ
ハ
イ
ニ
ッ
ク
ス
の
日
次

騰
落
率
の
２
倍
の
値
動
き
を
目

指
す
Ｅ
Ｔ
Ｆ
に
個
人
の
資
金
が

流
入
し
て
い
た
。
上
昇
し
て
い

る
過
程
で
は
こ
れ
が
指
数
の
上

昇
を
大
き
く
後
押
し
し
て
い
た

が
、
今
月
に
入
る
と
こ
れ
が
逆

流
し
て
サ
ム
ス
ン
電
子
と
Ｓ
Ｋ

ハ
イ
ニ
ッ
ク
ス
の
下
げ
を
助
長

し
て
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
指
数
の
下
げ

を
加
速
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
動

き
が
波
及
し
て
メ
モ
リ
ー
で

は
Ｓ
Ｋ
ハ
イ
ニ
ッ
ク
ス
や
サ

ム
ス
ン
電
子
の
ラ
イ
バ
ル
企

業
で
あ
る
キ
オ
ク
シ
ア
Ｈ
Ｄ

（
２
８
５
Ａ
）
な
ど
へ
売
り
が

波
及
し
て
、
Ａ
Ｉ
半
導
体
関
連

の
下
落
が
日
経
平
均
の
急
落
を

助
長
さ
せ
て
い
た
。

　

一
方
、
Ａ
Ｉ
の
普
及
へ
向
け

た
動
き
は
衰
え
て
い
な
い
。
米

マ
イ
ク
ロ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
９
日
、
米
国
内
の
新
工
場
へ

の
投
資
計
画
を
２
５
０
０
億
ド

ル
（
約
４
０
兆
６
０
０
０
億
円
）

に
引
き
上
げ
る
と
発
表
。
Ａ
Ｉ

イ
ン
フ
ラ
の
急
速
な
拡
大
を
背

景
に
メ
モ
リ
ー
チ
ッ
プ
需
要
が

急
増
し
て
い
る
こ
と
に
対
応
す

る
も
の
で
、
こ
れ
を
受
け
て
マ

イ
ク
ロ
ン
の
株
価
は
急
伸
し
て

お
り
、
週
末
の
Ａ
Ｉ
半
導
体
関

連
株
の
買
い
戻
し
に
繋
が
っ
た
。

　

今
週
は
１
４
日
に
米
６
月
消

費
者
物
価
、
１
６
日
に
米
７
月

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
連
銀
製
造

業
景
況
感
指
数
と
米
６
月
小
売

売
上
高
、
１
７
日
に
米
６
月
鉱

工
業
生
産
・
設
備
稼
働
率
の
発

表
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

内
容
次
第
で
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
融

政
策
に
影
響
を
及
ぼ
そ
う
。
決

算
で
は
１
５
日
に
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
、
１
６
日
に
Ｔ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
控
え
て
お
り
、
こ
の

内
容
で
日
本
の
Ａ
Ｉ
半
導
体
関

連
の
値
動
き
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
る
。
国
内
で

も
月
末
か
ら
３
月
期
企
業
の
第

１
四
半
期
決
算
が
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
か
ら
、
決
算
内
容
を
見

極
め
る
ま
で
は
方
向
感
が
掴
め

な
い
可
能
性
も
あ
る
。

当面のスケジュール

 

・13日 経済財政運営と改革の基本方針(骨
　　　 太の方針)週内発表の可能性
・14日 米６月消費者物価
　　　 ウォーシュＦＲＢ議長、米下院金融
　　　 ービス委員会で証言
・15日 ５月機械受注
　　　 ５月第三次産業活動指数
　　　 米７月ＮＹ連銀製造業景気指数、米
　　　 ６月生産者物価
　　　 ベージュブック(米地区連銀経済報
　　　 告)
　　　 ウォーシュＦＲＢ議長、米上院銀行
　　　 委員会で証言予定
　　　 決算:ＡＳＭＬホールディング
・16日 日銀「生活意識に関するアンケート
　　　 調査」の結果
　　　 米７月フィラデルフィア連銀製造業
　　　 景況感指数、米６月小売売上高
　　　 決算:ＴＳＭＣ
・17日 米６月鉱工業生産・設備稼働率
　　　 米７月ミシガン大学消費者マインド
　　　 指数
・21日 ６月首都圏新築マンション発売
・22日 ６月貿易統計
　　　 ＥＣＢ定例理事会(～23日)
・23日 ラガルドＥＣＢ総裁会見
・24日 ６月消費者物価
　　　 ７月Ｓ＆Ｐグローバル日本製造業Ｐ
　　　 ＭＩ
　　   米６月新築住宅販売件数

編 

集 

後 

記

　

白
内
障
の
術
後
１
０
日
が
経

過
し
た
。
多
少
の
違
和
感
が
残

っ
て
い
て
感
染
症
予
防
、
炎
症

や
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る
点
眼

薬
に
よ
る
ケ
ア
が
続
い
て
い
る

が
、
聞
い
て
い
た
通
り
実
に
よ

く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
遠

目
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
レ
ン
ズ

を
入
れ
た
た
め
、
手
元
の
細
か

い
文
字
を
読
む
と
き
は
老
眼
鏡

が
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
裸
眼

で
Ｏ
Ｋ
。
パ
ソ
コ
ン
の
作
業
が

格
段
に
楽
に
な
り
、
肩
凝
り
が

と
れ
疲
れ
に
く
く
な
っ
た
。

　

目
が
よ
く
な
っ
た
こ
と
で
生

活
そ
の
も
の
が
変
わ
る
と
期
待

し
て
い
る
が
、
相
場
が
よ
く
見

え
る
よ
う
に
な
れ
ば
人
生
が
大

き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
。

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


